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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
村
民
の
皆
様
方
に

は
、
平
素
か
ら
農
業
委
員
会
の
活

動
に
格
別
の
御
理
解
と
御
協
力
を

賜
り
衷
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

昨
年
は
、
ト
ラ
ン
プ
関
税
政
策

に
よ
り
、
関
税
率
が
上
昇
し
、
日

本
の
農
産
物
は
米
国
市
場
で
は
不

利
と
な
り
、
他
国
の
農
作
物
と
の

競
争
が
激
化
し
ま
し
た
。
こ
の
た

め
日
本
の
農
業
者
は
新
た
な
市
場

開
拓
や
輸
出
先
の
多
様
化
を
模
索

す
る
な
ど
、
対
応
策
が
求
め
ら
れ

た
一
年
で
し
た
。
秋
に
は
女
性
初

の
首
相
が
誕
生
し
、
日
本
の
社
会

や
政
治
に
大
き
な
変
革
を
も
た
ら

す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
農
業
施

策
に
関
し
て
は
、
農
業
の
担
い
手

不
足
へ
の
対
応
や
技
術
革
新
、
そ

し
て
女
性
の
活
躍
推
進
の
た
め
に

も
多
様
な
視
点
か
ら
の
柔
軟
な
ア

プ
ロ
ー
チ
に
期
待
し
た
い
で
す
。

鈴
木
農
林
水
産
大
臣
は
、「
ス
マ
ー

ト
農
業
の
よ
う
な
負
担
が
少
な
く

効
率
的
な
農
業
を
進
め
る
こ
と
で
、

若
い
方
や
新
規
参
入
者
に
と
っ
て
、

農
業
を
魅
力
あ
る
選
択
肢
と
し
て

い
き
た
い
。」と
言
っ
て
い
ま
す
。

榛
東
村
に
お
い
て
も
農
業
従
事

者
の
高
齢
化
が
進
み
後
継
者
不
足

が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、農
業
生
産
に
欠
か
せ
な
い
肥

料
、飼
料
等
の
農
業
用
資
材
に
つ
い

て
も
、
国
際
情
勢
の
影
響
、
円
安

の
影
響
な
ど
に
よ
り
高
騰
が
続
い

て
お
り
、
農
家
の
経
営
を
圧
迫
し

て
い
ま
す
。そ
う
し
た
中
、村
に
お

い
て
は
、
農
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
や

効
率
化
を
促
進
す
る
た
め
の
補
助

事
業
の
拡
充
等
を
通
じ
て
農
業
に

参
入
し
や
す
く
す
る
環
境
を
整
え

る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。我
々

農
業
委
員
会
も
、
現
場
の
声
を
施

策
に
反
映
さ
せ
る
役
割
が
あ
り
ま

す
の
で
、指
導
や
サ
ポ
ー
ト
の
強
化
、

新
規
就
農
者
へ
地
域
の
特
性
を
生

か
し
た
農
業
振
興
施
策
の
提
言
を

し
て
榛
東
村
の
農
業
発
展
の
努
力

を
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

結
び
に
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま

し
て
、
良
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と

を
心
か
ら
御
祈
念
申
し
上
げ
新
年

の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

榛
東
村
農
業
委
員
会　

会
長　

栁
岡　
　

稔

新
年
の
ご
挨
拶

enjoy SHINTO 村づくり祭で販売するさつまいもを収穫しているところ
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会計

萩原　明美
（３区）

会長職務代理

小山　伸一
（９区）

会長

栁岡　稔
（４区）

飯塚　綾子
（10区）

村上　誠一
（18区）

内海　優司
（８区）

田嶋　久実
（16区）

髙橋　裕
（７区）

一倉　伸一
（13区）

星野　一郎
（１区）

真下　治彦
（11区）

農業委員

・農地の売買・貸借の許可
・農地転用案件への意見具申
・農地の現地確認
・紛争の調停・仲介

農地利用最適化推進委員

・担い手への農地利用の集積・集約化
・遊休農地の発生防止・解消
・新規参入の促進
・農地の現地確認

　榛東村では、委員の人数が少ないことから、業務を完全に分割せずに、農業委
員と農地利用最適化推進委員が連携しそれぞれの業務に取り組んでいます。

農業委員会の活動内容について

農
業
委
員

第
23
期
農
業
委
員
会
委
員
を
紹
介
し
ま
す
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羽鳥　静男
（10区）

湯浅　幸弘
（６区）

牧口　誉詞
（５区）

岩田　悦夫
（２区）

大山　清巳
（19区）

金井　強
（15区）

推進委員長
立見　清彦
（12区）

農
地
転
用
に
つ
い
て

農
地
転
用
に
つ
い
て

　○
農
地
転
用
と
は

　

た
と
え
ば
、「
自
分
の
畑
に
家
を
建

て
た
い
」、「
資
材
置
き
場
と
し
て
畑

を
売
り
た
い
」
と
い
う
場
合
に
は
、

農
地
転
用
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

農
地
を
転
用
す
る
場
合
、
ま
た
は

農
地
を
転
用
す
る
た
め
に
所
有
権
な

ど
の
権
利
を
設
定
も
し
く
は
移
転
す

る
場
合
に
は
、
県
知
事
の
許
可
を
受

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、「
農
用
地
区
域
内
農
地
」、

「
第
１
種
農
地
」
な
ど
の
優
良
農
地

な
ど
は
、
許
可
が
お
り
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

▼
お
問
合
せ

農
業
委
員
会
事
務
局

�（
０
２
７
９
‐
２
６
‐
２
５
８
５
直
通
）

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

農
地
の
こ
と
で
お
困
り
の
際

は
、
お
近
く
の
委
員
に
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

令
和
７
年
12
月
10
日
に
南
村
長
に
対
し
て
、
榛
東

村
の
農
業
施
策
に
関
す
る
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

～
農
政
施
策
に
つ
い
て
意
見
～

～
農
政
施
策
に
つ
い
て
意
見
～

意
見
項
目

・
農
地
の
有
効
活
用
及
び
遊
休
農
地
の
解
消

・
新
規
就
農
者
に
対
す
る
支
援

・
認
定
農
業
者
に
対
す
る
支
援

・
中
小
規
模
の
農
業
者
に
対
す
る
支
援

・
鳥
獣
害
対
策
の
拡
充

・
地
域
計
画
の
実
行
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令
和
５
年
５
月
か
ら
、
現
在
の
体
制
と
な
り
、
ス

タ
ー
ト
し
た
農
業
委
員
会
で
す
が
、
こ
こ
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返
り
、
こ
れ
か
ら
の
意
気
込

み
に
つ
い
て
、
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員　

岩
田　

悦
夫
（
２
区
）

　

一
昨
年
来
の
い
わ
ゆ
る
『
令
和
の
米
騒
動
』
は
、

農
業
の
現
状
を
改
め
て
考
え
る
機
会
と
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。
米
不
足
か
ら
端
を
発
し
た
こ
と
で
す
が
、

消
費
者
か
ら
す
れ
ば
米
は
安
い
方
が
よ
い
。
さ
れ
ど

農
家
に
と
っ
て
は
農
業
経
営
が
安
定
す
る
米
の
価
格

で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
農
業
生
産
の
継
続
可
能
な
米
価

は
ど
の
く
ら
い
な
ん
で
し
ょ
う
か
。

　

高
齢
化
や
新
規
就
農
者
が
少
な
く
、
農
業
人
口
が

減
少
し
て
い
ま
す
。
農
業
の
担
い
手
が
不
足
す
れ
ば

耕
作
放
棄
地
が
増
え
、
農
産
物
は
減
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
中
山
間
地
域
で
は
、
傾
斜
が
あ
り
一
つ
の
農
地

面
積
が
小
さ
く
な
り
さ
ら
に
厳
し
い
農
業
の
現
状
が

あ
り
ま
す
。

　

推
進
委
員
の
仕
事
は
、
農
業
・
農
地
を
守
る
た
め

の
活
動
で
す
。
耕
作
で
き
な
い
農
地
を
新
し
い
担
い

手
に
集
積
し
、
優
良
な
農
地
を
守
っ
て
い
き
た
い
。

農
地
利
用
の
集
積
化
・
大
規
模
化
に
よ
り
経
営
を
安

定
化
さ
せ
た
い
。
農
業
に
魅
力
を
感
じ
農
業
を
や
り

た
い
と
い
う
若
者
を
増
や
し
新
規
就
農
者
へ
の
支
援

を
し
て
い
き
た
い
。
そ
ん
な
思
い
を
持
っ
て
活
動
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
郷
土
し
ん
と
う
の
自
然
環
境
の

保
全
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

地
区
の
農
業
委
員
と
し
て
農
地
所
有
者
の
意
向
や

状
況
を
確
認
し
、
よ
り
良
き
方
向
へ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
農
地
相
談
等
お
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員　

牧
口　

誉
詞
（
５
区
）

　

千
葉
県
の
幕
張
メ
ッ
セ
で
、
令
和
７
年
10
月
１
日

（
水
）か
ら
３
日（
金
）の
３
日
間
、
日
本
最
大
級
の
農

業
総
合
展
示
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
農
業
と
畜
産

業
界
に
お
け
る
幅
広
い
分
野
を
網
羅
す
る
５
つ
の
展

示
会
場
で
構
成
さ
れ
て
い
て
、
農
業
資
材
や
機
械
を

は
じ
め
と
し
て
、
最
新
の
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
な
ど
、

農
業
の
未
来
を
切
り
拓
く
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
一
堂

に
集
結
し
た
商
談
展
示
で
あ
り
ま
し
た
。
資
材
高
騰

や
人
材
不
足
と
い
っ
た
農
業
が
抱
え
る
課
題
の
解
決

策
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
紹
介
展
示
等
や
、
販

路
開
拓
や
経
営
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
検
討
等
の
、

実
践
的
な
情
報
交
換
の
場
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

中
で
も
特
に
印
象
に
残
っ
た
、
２
つ
の
展
示
会
場

の
特
徴
と
展
示
商
品
等
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
国
際
農
業
資
材
展
示
会
場
に
お
い
て
は
、

肥
料
、
土
壌
改
良
材
、
農
薬
、
育
苗
資
材
、
包
装
、

物
流
製
品
、
鳥
獣
害
対
策
資
材
、
コ
ス
ト
削
減
に
繋

が
る
製
品
等
を
展
示
。
注
目
商
品
は
、

①
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
用
遮
熱
ネ
ッ
ト
「S

O
LA
M
E
N
T

」

（
住
友
金
属
鉱
山
株
式
会
社
）。
特
徴
は
、
光
合
成

用
の
光
は
通
す
が
太
陽
光
の
熱
は
遮
る
。

第
23
期
農
業
委
員
会

�

活
動
を
振
り
返
っ
て

イ
ベ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト

第
15
回
農
業w

eek

見
学
レ
ポ
ー
ト
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②
潅
水
作
業
省
力
化
シ
ス
テ
ム
「
グ
ル
ン
ド
フ
ォ
ス

ポ
ン
プ
」（
グ
ル
ン
ド
フ
ォ
ス
ポ
ン
プ
株
式
会
社
）。

高
効
率
と
省
エ
ネ
を
両
立
し
て
い
る
。

　

会
場
で
は
、
村
の
特
産
品
や
農
産
物
の
販
売
、
体

験
コ
ー
ナ
ー
や
啓
発
・
紹
介
展
示
な
ど
も
あ
り
、
大

勢
の
村
民
の
皆
様
が
来
場
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
耕
作
放
棄
地
を
利
用
し
て
、

大
根
・
サ
ツ
マ
イ
モ
を
栽
培
し
、
販
売
致
し
ま
し
た
。

サ
ツ
マ
イ
モ
は
、
購
入
し
た
方
か
ら
「
大
変
甘
く
、

お
い
し
か
っ
た
」
と
の
お
声
を
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん

に
喜
ん
で
頂
け
て
大
変
嬉
し
く
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
榛
東
村
産
の
お
米
を
使
っ
た
お
に
ぎ
り
や

な
め
こ
汁
の
無
料
配
布
も
あ
り
、
昼
過
ぎ
に
は
一
旦

上
が
っ
た
雨
も
降
り
出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
会

場
は
活
気
に
あ
ふ
れ
た
村
づ
く
り
祭
と
な
り
ま
し

た
。

農
業
委
員　
　
　
　
　
　

飯
塚　

綾
子
（
10
区
）

　

今
年
の
村
づ
く
り
祭
は
11
月
９
日（
日
）に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
朝
か
ら
雨
模
様
で
し
た
が
、
当
日
は
開

会
式
の
頃
に
は
雨
も
上
が
り
、
来
賓
と
し
て
小
渕
衆

議
院
議
員
、
大
林
群
馬
県
議
会
議
員
、
神
奈
川
県
大

井
町
小
田
町
長
、
自
衛
隊
を
は
じ
め
、
関
係
各
位
の

皆
様
に
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
。

②
土
壌
改
良
材
「
Ｖ

－

プ
ロ
テ
ク
ト
Ｇ
」（
日
本
タ
ル

ク
株
式
会
社
）。
根
張
り
向
上
と
育
成
促
進
効
果
が

期
待
さ
れ
る
。

③
獣
害
忌
避
剤
「
レ
ッ
ド
ガ
ー
ド
」
と
植
物
活
力

材
「
ア
ミ
ノ
家
族
」
シ
リ
ー
ズ
（
株
式
会
社
ア
ル

ケ
ー
）。
特
徴
は
、
し
っ
か
り
効
く
が
、
自
然
由
来

の
素
材
で
製
造
さ
れ
て
お
り
環
境
に
優
し
い
。

　

次
に
、
国
際
ス
マ
ー
ト
農
業
展
示
会
場
で
は
、
ス

マ
ー
ト
農
業
機
械
、農
業
用
ド
ロ
ー
ン
、ロ
ボ
ッ
ト
、

植
物
工
場
、
Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
等
が
集
ま
り
、
人
手

不
足
解
消
や
生
産
性
向
上
と
い
っ
た
課
題
へ
の
対

応
策
等
を
展
示
。
注
目
商
品
は
、

①
遠
隔
監
視
制
御
シ
ス
テ
ム
「S

fum
ato

」（
株
式
会

社
オ
ム
ニ
ア
ム
・
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
）。
ハ
ウ
ス
内
環

境
を
詳
細
に
制
御
で
き
る
高
度
環
境
統
合
制
御
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
。

第
２
回enjoy SH

IN
TO

村
づ
く
り
祭
レ
ポ
ー
ト神奈川県大井町のマスコットキャラクターすいっぴーと

しんとうちゃん
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榛
東
村
内
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
農
業
法
人
を
取
材

し
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

持
続
可
能
な
農
業
の
た
め
に

　
　

農
事
組
合
法
人
群
馬
中
央
フ
ァ
ー
ム

�

代
表
理
事　

善
養
寺　

俊
夫
さ
ん
（
72
歳
）

　

農
事
組
合
法
人
を
設
立
し
８
年
。
年
々
事
業
を
拡

大
し
て
い
る
『
群
馬
中
央
フ
ァ
ー
ム
』
代
表
の
善
養

寺
俊
夫
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　

現
在
、
役
員
３
名
と
従
業
員
10
名
で
、
榛
東
村
内

は
も
ち
ろ
ん
、
旧
群
馬
町
、
吉
岡
町
に
わ
た
る
30
ヘ

ク
タ
ー
ル
を
耕
作
し
て
い
ま
す
（
こ
れ
は
榛
東
村
の

耕
地
面
積
の
約
１
／
20
に
相
当
し
ま
す
）。
稲
作
、
ネ

ギ
、
蕎
麦
栽
培
を
柱
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
農
家
か
ら

の
委
託
も
増
え
、
年
々
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
程
増
え
て
い

ま
す
。
農
業
経
営
の
安
定
化
に
は
規
模
の
拡
大
が
必

要
で
す
が
、
こ
こ
ま
で
に
は
様
々
な
ご
苦
労
が
あ
ら

れ
ま
し
た
。

　

64
歳
ま
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
さ
れ
、
知
人
の
勧
め

も
あ
り
農
業
法
人
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
今
ま
で
米

価
も
低
迷
し
て
お
り
『
令
和
の
米
騒
動
で
一
息
つ
け

ま
し
た
』
と
の
こ
と
。
法
人
化
の
メ
リ
ッ
ト
は
農
業

機
械
の
購
入
補
助
や
栽
培
助
成
金
を
得
ら
れ
る
こ
と

に
あ
り
ま
す
が
、
農
業
機
械
の
大
型
化
や
数
が
増
え

る
と
、
年
間
の
修
理
代
も
馬
鹿
に
な
ら
な
い
と
い
い

ま
す
。
ま
た
、
生
産
量
が
増
え
れ
ば
、
そ
の
販
売
先

を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
年
齢
に

と
も
な
う
体
力
の
減
退
、
後
継
者
問
題
は
一
般
農
家

と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

経
営
の
安
定
化
の
た
め
に
は
、
反
収
の
増
加
を
は

か
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
候

変
動
で
高
温
障
害
の
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る
中
、

群
馬
中
央
フ
ァ
ー
ム
で
は
従
来
の
品
種
に
こ
だ
わ
ら

ず
、
米
作
で
は
コ
シ
ヒ
カ
リ
か
ら
収
量
の
大
き
い
品

種
へ
の
変
更
を
進
め
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

農
業
の
継
続
が
難
し
く
な
っ
た
方
に
と
っ
て
、
今
、

中
央
フ
ァ
ー
ム
は
救
世
主
と
な
り
、
委
託
さ
れ
る
方

が
年
々
増
え
て
い
ま
す
。
た
だ
、
委
託
さ
れ
た
田
ん

ぼ
が
数
年
耕
作
さ
れ
て
お
ら
ず
、
半
ば
土
地
改
良
す

る
よ
う
な
ケ
ー
ス
も
あ
っ
て
大
変
な
経
験
も
あ
っ
た

そ
う
で
す
。
委
託
す
る
際
は
農
地
が
荒
れ
る
前
に
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
農
地
の
賃

貸
借
費
用
の
軽
減
、
さ
ら
に
は
管
理
費
の
徴
収
も
課

題
と
な
っ
て
き
そ
う
で
す
。

　

農
業
は
色
々
な
要
因
で
岐
路
に
あ
り
ま
す
。
担
い

手
不
足
の
な
か
、
持
続
可
能
な
農
業
の
た
め
に
は
、

農
地
の
集
積
化
・
大
規
模
化
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

群
馬
中
央
フ
ァ
ー
ム
の
取
り
組
み
は
、
そ
の
先
鞭
と

な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
農
業
の
活
性
化
の
た
め
に

も
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

�

取
材
者　

岩
田
推
進
委
員
（
２
区
）

�

牧
口
推
進
委
員
（
５
区
）

農
業
法
人
の
紹
介

農
業
法
人
の
紹
介
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株
式
会
社
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
み
な
み

�

代
表
取
締
役　

南　
　

明
法
さ
ん
（
53
歳
）

　

村
内
で
イ
チ
ゴ
農
家
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る

『
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
み
な
み
』
代
表
の
南
明
法
さ
ん
を
紹

介
し
ま
す
。

　

現
在
、
役
員
４
名
、
従
業
員
10
名
が
お
り
、
経
営

作
物
は
イ
チ
ゴ
、
米
、
ネ
ギ
、
枝
豆
で
す
。
榛
東
村
内
、

前
橋
市
の
農
地
約
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
耕
作
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

南
さ
ん
は
元
々
建
築
や
不
動
産
の
仕
事
を
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
16
年
前
に
就
農
を
決
意
し
、
農
林
大

学
校
で
の
研
修
、
地
元
イ
チ
ゴ
農
家
で
の
修
行
、
露

地
イ
チ
ゴ
や
野
菜
の
栽
培
、
全
国
の
イ
チ
ゴ
産
地
の

栽
培
方
法
研
究
を
経
て
、
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
み
な
み
と

し
て
経
営
を
始
め
ま
し
た
。
農
業
の
業
界
に
入
っ
て
、

商
品
単
価
が
低
い
こ
と
や
気
候
に
左
右
さ
れ
る
こ
と

で
の
経
営
の
難
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
こ
で
環
境

制
御
技
術
を
学
び
、
イ
チ
ゴ
栽
培
に
取
り
入
れ
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
環
境
制
御
技
術
の
内
容
に
つ
い
て

聞
く
と
、
ハ
ウ
ス
内
の
環
境（
温
度
・
湿
度
・
Ｃ
Ｏ
２

濃
度
、
肥
料
の
濃
度
な
ど
）を
デ
ー
タ
で
確
認
し
て
、

理
想
の
数
値
と
な
る
よ
う
に
調
整
し
て
い
く
も
の
と

の
こ
と
で
す
。
温
度
管
理
は
、
イ
チ
ゴ
の
成
長
点
の

温
度
を
セ
ン
サ
ー
で
拾
う
こ
と
で
、
ハ
ウ
ス
内
温
度

を
計
測
す
る
こ
と
に
比
べ
て
よ
り
イ
チ
ゴ
に
と
っ
て

適
切
な
温
度
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
お
い
し
い
イ
チ

ゴ
の
育
成
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
環
境
制
御
技
術
を

取
り
入
れ
た
こ
と
で
高
品
質
な
イ
チ
ゴ
を
安
定
し
て

供
給
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
体
に
負
担
の
か
か
ら
な
い
農
業
を
目
指
し

て
機
械
化
を
進
め
ま
し
た
。
ネ
ギ
は
掘
り
取
り
か
ら

皮
む
き
選
別
袋
詰
め
ま
で
機
械
で
行
っ
て
お
り
、
エ

ダ
マ
メ
は
脱だ

っ

莢き
ょ
う

（
枝
か
ら
さ
や
を
取
る
作
業
）、洗
浄
、

Ａ
Ｉ
で
の
選
別
作
業
、
袋
詰
め
の
一
連
の
流
れ
を
機

械
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

南
さ
ん
は
、
新
規
就
農
を
目
指
す
実
習
生
の
受
け

入
れ
や
、
学
校
給
食
に
ネ
ギ
や
米
の
提
供
、
榛
名
女

子
学
園
や
榛
東
中
学
校
で
農
業
や
働
き
方
に
つ
い
て

の
講
演
等
の
活
動
も
さ
れ
て
お
り
、
地
域
農
業
の
振

興
に
も
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
異
業
種
か
ら
参
入
さ

れ
た
か
ら
こ
そ
気
付
く
事
を
改
善
し
て
い
き
、『
体
に

負
担
の
か
か
ら
な
い
農
業
、
安
定
し
た
生
産
量
、
安

定
し
た
経
営
で
、
誰
も
が
働
き
や
す
く
誰
も
が
働
き

た
く
な
る
農
業
、
そ
し
て
、
後
継
者
も
安
心
し
て
引

き
継
げ
る
農
業
』
を
目
指
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
農

業
の
活
性
化
の
た
め
に
活
動
さ
れ
る
南
さ
ん
の
益
々

の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
イ
チ
ゴ
シ
ー
ズ
ン

の
真
っ
最
中
な
の
で
、
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
売
店
に
足

を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

�

取
材
者　

湯
浅
推
進
委
員
（
６
区
）

�

飯
塚
農
業
委
員
（
10
区
）

誰
も
が
働
き
た
く
な
る
農
業
を
目
指
す
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８
月
末
ま
で
村
内
に
お
い
て
「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

（
利
用
状
況
調
査
）」
を
行
い
ま
し
た
。
調
査
後
、
耕

作
管
理
が
さ
れ
て
い
な
い
農
地
の
所
有
者
や
管
理
者

に
対
し
、
文
書
及
び
口
頭
に
よ
る
改
善
の
お
願
い
と

利
用
意
向
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、①
地
域
の
農
地
利
用
の
確
認
、

②
遊
休
農
地
の
実
態
把
握
と
発
生
防
止
・
解
消
、
③

違
反
転
用
発
生
防
止
・
早
期
発
見
に
つ
い
て
重
点
的

に
取
り
組
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

（
利
用
状
況
調
査
）」を
実
施

（
利
用
状
況
調
査
）」を
実
施

　

全
国
農
業
新
聞
は
農
業
委
員
会
系
統
組
織
が
発

行
す
る
農
業
に
関
す
る
専
門
紙
で
す
。
農
業
及
び

農
政
の
現
状
を
中
心
に
農
業
者
の
経
営
と
く
ら
し

に
役
立
つ
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

毎
週
金
曜
日
発
行

　

月
７
０
０
円
（
送
料
・
税
込
み
）

※
令
和
８
年
４
月
か
ら
月
９
０
０
円

　

申
し
込
み
は
、
農
業
委
員
会
ま
で

　

次
の
条
件
を
満
た
せ
ば
加
入
で
き
ま
す
。

・
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

・
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

・
60
歳
未
満

�　

積
み
立
て
た
保
険
料
と
そ
の
運
用
益
に
よ
り
将

来
受
け
取
る
金
額
が
決
ま
る
積
立
方
式
・
確
定
拠

出
型
で
す
の
で
、
少
子
高
齢
化
時
代
で
も
非
常
に

安
定
的
な
財
政
方
式
の
年
金
で
す
。

　

保
険
料
は
月
額
２
万
円
※
か
ら
６
万
７
千
円
の

間
で
、
千
円
単
位
で
自
由
に
決
め
ら
れ
、
途
中
の

見
直
し
も
可
能
で
す
。（
※
条
件
に
よ
り
２
万
円

未
満
で
も
始
め
ら
れ
ま
す
）

　

保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

る
税
制
優
遇
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、Ｊ
Ａ
窓
口
ま
た
は
農
業
委
員
会
ま
で

全
国
農
業
新
聞

農
業
者
年
金

令和７年度遊休農地面積【農地パトロール（利用状況調査）結果】

地目 農振法
前年度

（転用許可地除く）
当該年度

（転用許可地除く）
比較増減

田

農振地域（青地） 11,402㎡ 7,596㎡ -3,806㎡

農振除外地（白地） -㎡ -㎡ -㎡

計 11,402㎡ 7,596㎡ -3,806㎡

畑

農振地域（青地） 70,962㎡ 69,809㎡ -1,153㎡

農振除外地（白地） 11,257㎡ 7,481㎡ -3,776㎡

計 82,219㎡ 77,290㎡ -4,929㎡

合計
面積 93,621㎡ 84,886㎡ -8,735㎡

筆数 89筆 73筆 -16筆


